
街道、橋梁、寺院・墓地、地蔵の４班で調査活動開始。

西宮歴史調査団15年のあゆみの年表
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平成18年度（2006）
調査団結成。

＊西宮市の広報番組で調査活動が紹介される。

「調査団年報」を発行。平成19年度（2007）

平成20年度（2008） 「調査団通信」を発行。寺院・墓地班の調査終了、石造物班に改称。

平成21年度（2009） 石造物班の調査開始。活動報告会の開始。

平成22年度（2010） 活動報告会に一般参加者を募る。

平成23年度（2011）

平成24年度（2012）

平成25年度（2013）

平成26年度（2014）

平成27年度（2015）

平成28年度（2016）

平成29年度（2017）

平成30年度（2018）

令和元年度 （2019）

令和2年度 （2020）

令和3年度 （2021）

街道班･地蔵班の調査終了、解散。
現地解説会「調査団と歩く」シリーズを開始。調査報告書第 1集『甲山八十八ヶ所』を発刊。

古文書班の新設。団長を設置。
調査報告書第 2集『西宮の地蔵』を発刊。 ＊調査団の活動が市政ニュースの1面記事になる。

「調査団ニュース」第 1号を発行。
「市民が語る『西宮いまむかし物語』」の講師を調査員が務める。

パネル展示「郷土史を学ぶ」を中央図書館で開催。京都市からのオファーでお地蔵さんサミットへ参加。

竜吐水班の新設。

学芸員･調査員協働による特集展示「西宮神社の石造物」を開催。
尼崎市主催のシンポジウムで文化財の保存活用を行う市民団体の一つとして活動報告。

さくら FM「西宮徹底解剖」にゲストティーチャーとして出演。

「くずし字」のワークショップの講師を古文書班の調査員が務める。

新型コロナウイルス感染防止のため郷土資料館が休館。活動報告会･登録会を中止。

調査活動自粛、「調査団ニュースレター」を発信し調査員と学芸員をつなぐ。
調査報告書第３集『西宮の橋梁』を発刊。

結成15周年を迎える。パネル展示「西宮歴史調査団 15年のあゆみ」を開催。


